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(NO．3) 
の結果は、真に有用な有機合成反応の開発において重要な知見をもたらすものと考えている。また、本
反応系においてキラルリン酸やハロゲン結合供与体の有用性を示したことで、真に有用な触媒反応系の
構築においても、有用な知見を与えられたと考えている。 
  
論文審査の結果の要旨 
 
 有機合成において、選択性の制御は余剰の廃棄物の軽減につながるため、特に重要視される。
キラル化合物の選択的な合成、即ち、生成しうる両エナンチオマーの作り分けもその一つであり、
食品、医薬品合成において極めて重要な課題である。「有機触媒による活性化を利用した安定な
アリルケイ素反応剤の炭素-窒素二重結合に対するアリル化反応」と題する西本隼人氏提出の博士
論文では、数あるキラル化合物の中から「キラルホモアリルアミン」に着目し、その有用な合成
法である「炭素-窒素二重結合に対するアリル金属化合物の不斉アリル化反応」の実現に取り組ん
でいる。特に、安定で取扱いが容易な「アリルケイ素化合物」と、「有機触媒」とを組み合わせ
ることで、より温和で環境負荷の少ない反応系を実現している。 
 第二章、第三章において、著者は、有機触媒としてキラルリン酸を用いる、イミン類とアリル
トリメチルシランとのエナンチオ選択的細見-櫻井アリル化反応の開発に成功した。従来キラルル
イス酸触媒では達成が困難であった本反応系に対し、イミン類の活性化におけるキラルリン酸の
有用性に着目することで、高い立体選択性を実現した。また反応機構に関する考察から、触媒量
のキラルリン酸のみによる高い収率、および立体選択性の獲得に成功している。 
 第四章、第五章では、アリルシラトランを用いる炭素-窒素二重結合に対するアリル化反応にお
いて、不斉合成法の確立を目指し検討を行っている。第四章においてブレンステッド酸を用いた
際の問題点を導き出し、その解決法を第五章において提案している。即ち、有機触媒としてハロ
ゲン結合供与体が有効に機能するとの仮説を立て、それを実証している。また、不斉補助基を用
いた不斉合成を達成している。 
本研究は、従来本反応系への適用が困難と考えられていた、安定なアリルケイ素反応剤の適用
を実現したものであり、今後の有機合成の発展において極めて重要な知見を与えるものであると
考えられる。また、本反応系において、キラルリン酸、およびハロゲン結合供与体の有機触媒と
しての優れた触媒能を示したことは、真に有用な触媒反応系の構築においても非常に意義深い。 
 これらの研究成果は、著者が、自立して研究活動を行うために必要な高度な研究能力、および
学識を有することを示している。したがって、西本隼人氏提出の博士論文は、博士（理学）の学
位論文として合格と認める。 
